
個人トータル表

男　子 平成27年7月29日 14:30 開始

１回戦

21 27
62 16 19 107

14 30
11 31

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 森山　慶吾 9 1 3 0 1 * 4 富樫　颯人 24 2 9 0 2

* 5 永田　浩基 4 0 2 0 0 * 5 濱　裕之介 2 0 1 0 2 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

6 前田　凌 1 0 0 1 1 6 平島　文太 3 0 1 1 2 TeamA 7:09 : 23:05 33:30 : : : : :

7 池田　圭一 0 0 0 0 1 * 7 望月　大地 27 1 12 0 1 TeamB 4:48 : 29:02 : : : : : :

8 濱崎　太希 8 0 1 6 1 8 中澤　龍 9 2 1 1 3

9 山田　航平 0 0 0 0 1 * 9 越馬　彪斗 13 0 6 1 1

* 10 齋藤　祐介 24 4 5 2 0 10 宍戸　宏規 10 2 2 0 1

11 伊藤　貴理 2 0 1 0 1 * 11 向後　博基 11 1 3 2 4

* 12 木村　涼 5 1 0 2 3 12 奥山　喜理人 3 1 0 0 0

* 13 三森　啓右 4 0 2 0 0 13 佐野　龍之介 0 0 0 0 2

14 橋本　昌太朗 2 0 0 2 0 14 東野　恒紀 3 0 1 1 1

15 大内　克則 3 0 1 1 1 15 菊池　允 2 0 1 0 2

ｺｰﾁ 長野　雅男 0 ｺｰﾁ 永田　雅嗣郎 0

Aｺｰﾁ 津田　亮太 Aｺｰﾁ 久保　光弘

合　　　計 62 6 15 14 10 合　　　計 107 9 37 6 21

　　主審： 田中 智也

　　副審： 片山 雄一郎

戦評： 記録： 南陽高校
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県立厚木東

平成27年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会
第68回全国高等学校バスケットボール選手権大会
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得点経過 札幌日本大学 県立厚木東

〔 戦 評 〕
第１Ｐ、札幌日大はハーフコートマンツーマン。厚木東はオールコートマンツーマンで積極的にボールにプレッ

シャーをかける。厚木東は、積極的なディフェンスを見せ、＃７の１対１からのシュートで得点を重ねていく。対する

札幌日大は厚木東のディフェンスに苦しみながらも、＃４が３Ｐを決め、流れを渡さぬまま２１対２７で第１Ｐを終了

する。

第２Ｐ開始後は、両チームともにオフェンスでのミスが続きリズムに乗ることが出来ない。先に悪い流れを断ち

切ったのは厚木東。ゲーム開始直後から見せていたオールコートの激しいディフェンスが第２Ｐも続き、札幌日大

のターンオーバーを誘い、スピードに乗ったオフェンスを展開していく。第２Ｐ終了と同時に札幌日大の＃１０が３Ｐ

を決めるも、厚木東が３７対４６とリードして前半を終了した。

第３Ｐ、厚木東は＃１１による連続得点で勢いに乗り、開始３分で点差を１９点に広げる。点差が広がった所で札

幌日大はたまらずタイムアウトを取る。札幌日大はディフェンスで中を固めるも、厚木東のドライブインから繰り出

されるパス回しに翻弄され思うように点差は縮まらない。第３Ｐは５１対７６で厚木東がリードを広げて終了した。

第４Ｐ、札幌日大はディフェンスを２－３ゾーンに変え厚木東の勢いを止めにかかる。しかし、厚木東は慌てるこ

となく落ち着いてボールを回し＃４・＃８・＃１０が３Ｐを決め点差を一気に広げる。札幌日大は、＃１０のシュート

で反撃するも単発に終わってしまう。厚木東はその後も攻撃の手を緩めることなく６２対１０７で初戦を制した。

厚木東がゲームを通して見せた激しいディフェンスからのスピードに乗ったオフェンスが印象的であった。敗れ

はしたものの札幌日大のアウトサイドシュートの正確性と最後まで諦めない健闘に拍手を送りたい。
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